　聖路加国際病院小児科部長への手紙　
フッ化物のリスクをどう考えていますか？
聖路加国際病院小児科部長
細 谷  亮 太　　　　　　　様
　先生が執筆されましたフレーベル館発行の「キンダーブック３」１月号付録マザーズブック「だ・い・す・き」14頁「子ども
と病気　第10回　虫歯」を
拝見いたしました。

　先生の文の中に次のよう
な記述があります。短い文
章ですので、意を尽くせな
い結論のみを記されたと思
われますが、先生のフッ素
応用に対する評価に少し疑
問に思うところがあります。
いささか気になり質問させ
て頂きます。
１．フッ素が歯をじょう
ぶに　することは、よ
く知られています。

ご質問：フッ素が歯をダメ
にするということはない
のでしょうか。ガンを増
加させるとの主張もあり
ますが、杞憂のことでし
ょうか。

２．フッ素の入ったねり
歯みがきで歯をみがく
のは虫歯の予防になり
ます。

ご質問：フッ素入り歯磨き
と虫歯予防は無関係であ
るとの主張もあります。
ＷＨＯでは、６歳未満の
子供では親の管理で使用
量を少量にすべきだと勧告しています。それ以上に、２歳未満の小児には、推奨できないとの専門団体の通知もあると聞きます。アメリカでは、「毒」表示と規制注意記載が義務付けられています。日本の学会でもフッ素入り歯磨き剤の使用では「特に乳幼児期において、歯のフッ素症の発生に十分な注意を払う必要があり、フッ化物配合歯磨剤にはそれに関する警告表示を義務づける必要もある」との見解（2003.3）も出されています。

３．歯医者さんによっては、フッ素を直接、歯にぬってくれることもあります。

ご質問：フッ素塗布は、9,000ppmもの超高濃度の薬液を２ml使用します。ある歯科大学教授は、これを全部飲み込んでも急性中毒の危険性はないと本に記述されています。ＷＨＯでは、フッ素塗布が一般的な局所療法から外し推奨項目に記載すらされていません（1994年）。しかし、日本では現在でも１歳半前後から行われています。日本の小児科医の中でも、「フッ素は、からだ、とくに骨や歯に害をおよぼす可能性があり、かえって虫歯の発症率を高くするという報告さえある」ので、勧めたくないという方もあります（岩波書店、「育育児典」07.10）
　このように、インターネットの関連サイトの検索や散見した文献のみでも、フッ素応用には賛否両論があることが分かります。先生は、記述の内容からいたしますとフッ化物の応用に高い評価をお持ちのようですが、フッ化物のリスク（危険）にどのような評価をお持ちなのでしょうか。フッ素応用のリスクを考慮してもなおかつ、虫歯予防にフッ素入り歯磨き剤や塗布（洗口）を幼児に勧められるのでしょうか。

　ご多忙と拝察いたしますが、ご教示いただければ幸いです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2008年１月20日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〒942-0071　新潟県上越市東雲町２－８－17

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　南雲　明男

［ 付　記 ］

　残念ながら、細谷氏からは08年２月末になっても返事をいただけません。

　有名大学の病院小児科部長という影響力を持つ立場にあるわけですから、発言や文章に責任を自覚されてほしいと思います。

　細谷氏が主張される事項についての科学論文の提示が必要です。フッ化物（フッ化ナトリウム）には毒性があるわけですから、小児への使用は極力控えることが小児科の医師としての取るべき見識だと考えます。フッ素塗布（9,000ppmの超高濃度液）は、局所毒性のために咽頭や食道の灼熱感を訴える小児もいるといわれます。現在は、保護者へのインフォームドコンセントも不十分な（なしが多い）まま小児健診時に行われている場合も多く、危険であることを認識すべきと思います。






